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姫川は、長野県白馬村佐野坂に源を発し、途中において北アルプス山脈等を水源とする土砂流出の激しい急流支川と合流
しつつ、新潟県糸魚川市で日本海に注いでいます。上流域は急峻な山岳地帯で、土砂流出の激しい支川が多くの扇状地を
形成しています。中流域では稗田山などの崩壊地から多量の土砂が生産され、姫川に流入しています。本州を東西に分断す
る大断層「糸魚川－静岡構造線」にほぼ沿って流れる姫川は、日本有数の災害の絶えない急流河川です。（昨年度と同じ説
明！）
当出張所は長野県の小谷村に流れる浦川・姫川本川（姫川出張所工区）及び新潟県糸魚川市内を流れる小滝川、根知
川、大所川（監督官工区）において砂防事業を推進しています。

①

糸魚川地域で稼働中の工事（H28.6現在）
①中股第3号砂防堰堤その3工事

創和ジャステック建設(株)
②小滝瀬野田砂防堰堤その4他工事

(株)後藤組
➂葛葉上流第2号床固工工事 (株)笠原建設
➃葛葉下流山腹工その8工事 (株)守谷商会
➄葛葉下流山腹工その9工事 (株)笠原建設
※糸魚川地域の工事は建設監督官が担当
但し➂葛葉上流第2号床固工工事は姫
川出張所が担当
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浦川流域で稼働中の工事（H28.6現在）
➅浦川下流工事用道路その２工事 (株)北野
➆浦川砂防堰堤上流護岸工工事 (株)鷲澤建設
➇浦川2号上流砂防堰堤その4工事 金森建設(株)
➈金山沢第4号砂防堰堤その2工事 (株)傳刀組
※浦川流域の工事は姫川出張所が担当
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姫川における砂防
事業は古くから、長
野県の補助砂防事
業として実施されて
きましたが、昭和34
年の伊勢湾台風に
よる平川の氾濫被害
を契機に、地元住民
からの切実な陳情に
より、直轄砂防事業
として取り組むことと
なり、昭和３７年に姫
川出張所が設立さ
れました。

➆
※H28年度は平川・松川流域の工
事は高瀬川出張所が担当していま
す。
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５月２５日（水） 姫川地区協議会 工事安全パトロール 実施されました

去る５月２５日（水）に平成２８年度第２回目の管内安全パト
ロールを実施しました。

姫川出張所管内で稼働中の全工事を対象にパトロールを行
い、事務所からも多くの職員が参加し、これまでよりも規模が大
きいものとなりました。各現場パトロール後の反省会において
も、多様な意見が出され、安全意識向上、危機管理における取
り組み姿勢等、参加者全員、安全パトロールで心を引き締める
ことができたのではと思います。

現場のみなさんからは、今回の安全パトロールで受けた指摘
事項などは、安全パトロール後に責任をもって早急に是正する
旨回答がありました。
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６月は 土砂災害防止月間 です！

「土砂災害防止月間」（６月１日～３０日）は、昭和５７年の長崎
県豪雨災害を契機として、土砂災害防止に関する国民の理解と
関心を深めるとともに、土砂災害に関する防災知識の普及、警
戒避難体制整備の促進などの運動を強力に推進し、土砂災害
による人命、財産の被害の防止に資することを目的に昭和５８
年に創設され、毎年実施されています。

今年度の「土砂災害防止推進の集い（全国大会）」は岡山県に
て６月２１日（火）に開催されます。

姫川出張所においても「みんなで防ごう土砂災害」と大きく書
かれた横断幕の設置を行い、地域のみなさんへPRを実施してい
ます。
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今年も6月を迎え、雪も山岳部にしかないような状況となりました。姫川出張所
管内の工事現場はこれから本格的に工事が開始されます。

話は変わりますが、先日6月2日（木）に管内の上空調査に行って参りました。
私自身初めてのヘリコプターだったので非常にわくわくしておりました。写真で見
るのと実際見るのではやはり印象は全く異なり、長野県の厳しい山岳状況を肌
で感じることができました。

私事ですが、今年度の姫川出張所だよりの編集者は4月から姫川出張所に勤
務となりました。まだまだわからない事は多いですが、皆様に姫川出張所の出来
事等々をお届けできるよう、一生懸命執筆して参りますので、一年間よろしくお
願い致します。

㊤上空(長野市側)より白馬村を一望
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次回からは各工事現場の説
明を記事にしていこうと考えて
おります。
最後に、今年度第1号の出版
が6月となってしまい、申し訳あ
りませんでした。来月からは月
１回くらいで出版できるよう頑
張ります！（業務との兼ね合い
もありますが．．．。）


